
調査研究葉報

この 1:年、以下のような調査 ・研究・箆備事業

にもかかわってきた。

+桂離宮の発掘調査 結街並宮庭問整備基

本工事にともなう発掘調査を、 7吉;内庁か

らの委嘱含うけ て平成 6年度から実施し

ている。平成 8年度li、修理対象 となっ

た池の乱抗議j手付近に 7ケ所の小トレン

チを設定して、おもに断而観察により護

岸の築成状況等の調査をお こなった。 こ

の結果、各調査区とも護岸石の抜取り穴

等がな いこ tから、それらの部分の護保

はもともと百L杭な いし は革止め等のyフ

卜な材料を用いていたことが判明した。

また、大部分の調査区て、当初jの;護岸よ

り池側に渡り出すかたちての改修がお ニ

なわれている状況があ きらかになった。

ニのこと から、池は全f本的に築造|時より

も、わずかではあるが、狭まっている t

推定できる 。迭物としては、「千代原 半

右衛門」 の刻印のある刺ー平瓦が出土し、

江戸時代後半のものとみなされるから、

桂山荘への瓦の供給業者についての匁l見

を得る ことができた。 (小野健吉)

+鳥取県の近代化遺産調査 鳥取県の近

代化i立政調査は、平成 8年から 2ヶ年すl'

匝|て、はじまった。近代化泣産とは産業 ・

交通 ・土木に|剥わる幕末一戦jjijの逃産で

あり、平成 2年度から文化庁の国庫補助

事業と して、各県で調査を進めている。

奈文日f1:しては、秋岡県につぐ‘2!I県悶の

調査になる。初年度はまず、県内市町村

全校で悉皆調査をおニ ない、 39市町村カ・

ら610itlーの対象物件を リストア ップ した。

これをもとに平成 9年 1JJ 311:1に調査委

員会を聞き、約100i~:の詳車111調査候補を選

びだした。第 l回の詳細調査は、 3月11

日一15日、県西部の米子市を"1'心におこ

なった。 このうち、江府IIITのIIJ江尾発電

所は、ノレスティカJlRの石墜と木造トラス

架構の屋根をも っ堂々と した外観の建物

である。 ところが調査の給巣、 この石壁

は意匠材ではなく構造体であり、大正 7

18江尾発mp)f(鳥取県江府町)

年に主主造されたことがあきらかになった。

発屯|品l係の備品は撤去されている bのの、

純石J主主主造物として"l't重な近代化泣i並で

ある。平成 911'.1主は 21主の詳細制交を実

施し、宇H告:i!!:{t>刊行する予定である。

(箱倒和久)

・中国黒鷲江省におけるオロチョン族と

エヴェンキ族の住居調査 住宅総合研究

J!オ団の助成研究「北京アジアのツングー

ス系諸民族住居ーに|刻する聡史民肱学(I ~)研

究」の第 3 次制究として、 "1' 国~.I:\龍江省

の小典型~:捻i一帯ぞおとずれ、オロチョ ン

族と エウJ エンキ肢の住賠を調査した。小

興安倍iのツングースは、もとも と rI111人

柱」と よばれる VJj!f;形テント舎もって遊

出jする狩猟民Tごったが、 1950年代末から

の定住化政策によ って、近年はi前州族 ・

~族系の平屋建物に住むようになってい

る。 そこで、各地の平屋建物を実iJ!iJ制究

するとともに、 1';dJi¥U;)・において今なお似

われている rillJ人止しを作ってもら い、

その製作ifM"lilを百己主主にとった。lJil:1*i楽L、

のは、平・屋建物の西の"あIUJに作 られる コ

字形の万字灯LとネII'JlUJ"?ノνの位置|刈係が、

テント内におけるコ字形の座と和1
'
似のそ

れに対応している よとである 。制査の詳

細は、 r住宅総令研究J!;J団研究年報J23号

て報告し た。 (浅川滋男)

・ベトナムにおける日本人墓の発姻調査

と保存整備 ベトナムのホイアン市には、

17世紀中J切の IJ本人墓カザえって いる。 そ

の現状ぞ杷援するため、まず実illiJ制査と

写真撒!j(j~ おこなレ、さら に裟を発抑制

査 した。 その結袋、 Ki本体力Tシックイで

つくられた3段構造て.ある こと、以下段

が~室て現地表下80cm もの深さにおよぶ

こと 、第 2段までは本米、 円形のJ

に忍放iわれていfたJこと、現状の第 3段lま当

初jのものではなく、 |λl部に当初のものと

考えられる勉"'1状の第 3段が埋め込まれ

ている こと、墓石iiij而には 2段のテラス

カfあった こと 、などカfあきらかになっ た。

これらの成裂をふまえて、以下のような

保存戦術立|・闘を立案 し、ホイアンi'!1の|日l

立を得た。

1)砂精製の墓石およびシックイ製の墓

本体を合成樹脂で~.ill化したうえで、

第 2段目までのこ:l.肢りを復原する。

2)J{iJ凶に墓の保護を兼ねた見学路を新

殺する。

3)越 ・旬、 ・英 ・日4ヶ国訟の説明板を

設置する 。 (高瀬要一)

・中ノ圧遺跡の整備 奈良県字陀11日大宇

陀IIITに所往する中 ノ庄治跡li、柿本人麻

呂が経皇子の伴をして安島高野'に猟をし、

「かぎろひ」含みた頃の建物逃椛.i也状追

構などが確認された追跡で.ある 。泣跡地

は当初、 IIIT民プール建設のニi'乏で.あっ た

が、追跡公1;:(1として整備するこ tになり、

建物復原 ・i也状迂I構準備などとあわせて、

放rl'山画伯の壁画「安騎野のj:ijJJ の騎馬

人麻呂1集金原寸の石像彫刻として設置す

ることになった。石像製作の慨田谷手順は、

次のとおりである。寸法計nlJ→1/6計画図

1/6粘土紋型→1/6樹脂模型→原寸粘土

模型→型取り→石狩絞lli!→石像彫刻。石

材I.:t.LLJ東省肢の県芸母の少ない花!企i岩と

し、原寸絞型以降は中国J'，海ili内で製作

した。IUIl逝l主、壁画のイメ ージを打!なわ

ず、.!I&f本・装釘li物などをどこまで 7世紀

後来=に近づけられるか、一石の彫刻の荷

重ど!ちの 4本)Eていかに支えるかであっ

た。半年あまりの短期間てあったが、然

事竣工をみた。(加麓允彦)

・名勝 rl日大黍院庭園J の整備 3年目

となる旧大来院経悶の1剖;;戸J~業は、合計

約60Qm'を引き続き発射し(年報!日参

mo、あわせて雨 39' .r.~j の経備を実施し

た。 小品の挺備は、3f.~の景観を残しつ

つ水際線ては 1.r.hとする考えもあったが、

江戸H奇代の形状をできる |浪り尊重する整

備方針にしたがって、現状どおり 3ぬと

して主主備することにした。H

〈仁、 キ料粘t占1上n"き綿締.め、 杭丸太打ち込み、 ~ 

き石によるi骨|浜状化粧をlAiした。中品の

地裁はサルスベリを伐して、その他は伐

採 しJ也被に貯芝を張った。なお、:;;{-石lま

現代の表土l向に据えられて いるが、当分

の|日l存'ft，'することとした。 (加藤允彦)
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